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中においてあらゆる仏法を説くことのできる存在」 として定義している。このような規定を行ったうえで、道綽は善知識に対して西方に帰することを勧めており、その根拠として娑婆世界（＝此土）は退処、浄土（＝彼土）は不退処であることをあげているが、これは第五大門に示される難易二道の議論を踏まえたもので ると考えられる。おそらく、道綽は自らの教判論にもとづいて善知識 議論を展開しており、そうであるからこそ、空観の教えを説く者として位置づけられていた『法句経』の善知識を、往生浄土を勧める善知識へと転換しているのであろう 以上のことから、 『安楽集』における善知識とは、末法に生きるすべての衆生に対して易行道（＝念仏三昧 実践による往生浄土）を説 勧め、阿弥陀仏の西方極楽浄土に往生したいと願う心を発させる浄土教の先達として理解する ができる。
また道綽は『法句経』の引用に際し、原文にはない「衆生の与に善知
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『安楽集』第十一大門には「善知識に託す」という一節があり、道綽は偽経とされる『法句経』を引用して善知識の性格を明かすとともに、末法の時代に生きるすべての衆生に対して、善知識の教えに依り、阿弥陀仏の浄土に往生したいと願う心（＝願生心）を発すべきであると勧示している。本論ではこのような『安楽集』における善知識の用例を、第二大門ならびに第十一大門 内容を中心に整理していき、道綽が提示する独自の善知識理解とその意義について再検討を試みた 。『安楽集』における善知識の用例として、まず注目すべきは第二大門にみられる別時意会通説である。道綽は『観無量寿 （以下『観経』と略す）下品下生に説かれる「十念 」は単 る因をなすの であり、即得往生の因とはなり得ないと批難する摂論系統の人師に対して、 『観経』の経意は宿因による十念往生を顕すものであるから、十念は決定順次往生であると通釈してい 。このような宿因論に立脚し、道綽は現世で十念を成就す 者は皆過去世における宿因を有しており、宿因があるからこそ現生において必ず善知識に遇うことが き、さら その教えによって浄土に往生す ことができ と説く であ 。したがって、道綽が考える下品下生の往生には「 」→「 善知識」→ 成就が必要不可欠となり、諸師の『観経』理解にはみられ この を通じて、 『安楽集』における善知識の 要性 うも を再提示 ことができる。次に、道綽は第十一大門の中で『法句経』を引用し、一切衆生が依る
べき善知識の具体相を、 「空・無相・無願 三三昧を獲得し、畢竟空
退転することなく勝進し、あらゆる仏道修行を具備することができると明かしてい 。こうした説示によれば、浄土に往生した得生人こそがまさに善知識となり得る存在であり、往生した後に娑婆世界へと還り、他の衆生 往生を勧める浄土教の先達となるのであろう。このように、一切衆生の得生以後の人格を善知識として敷衍することによって、 『安楽集』における善知識の中に還相的性格を見出すことができ、同時に、道綽にとって善知識とは、①往生浄土の え いた釈尊 り ②釈尊の教えを受け 往生した人々 還相した姿であり、③さ には宿因 よって善知識に遇い、易行道を実践した衆生の得生以後の人格であ と考えられ、それらすべ が道綽の提示する善知識 全体像であると結論づけられる。
以上、 『安楽集』における宿因論と善知識の還相的性格を通じて、道
綽自身が第一大門に「前に生ずる者は後を導き、後 去 者は前に昉いて、連続無窮にして願わくば休止せざらしめんと欲 」 （ 全一・六七四上）と述べているように、両者の関係から浄土教 おける の連続を認めることができ、 また『安楽集』ではあまり説かれていな 「還相」という問題についての再解釈が可能となる。
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